
 

資料２ 

 

令和２年度 主な文化財事業等の予定 

 

 

１ 文化財の保存（調査・研究など） 

 (1) 西東京市文化財保存・活用計画の進行管理  

    進捗状況を本審議会へ報告し、施策の推進に向けた意見等を整理する。 

(2) 天神社総合調査の実施   

   調査結果の統合と価値付けをし、総合調査報告書を刊行する。 

(3) 市内文化財の保存・管理   

    市内文化財の適切な保存・管理を行う。 

 (4) 市内埋蔵文化財の調査・研究  

    開発事前調査や内容確認調査などを通し、埋蔵文化財を保護するとともに、

価値を高める研究を推進する。 

 (5) 郷土資料室収蔵資料の保存・管理 

   収蔵場所の整理、データベース化を継続して行う。銃剣類の保存処理を行う。 

 

２ 文化財の活用（普及啓発・活用の推進など）  

 (1) 文化財を活用した学校教育・生涯学習等の充実 

   市内小中学校等での出前授業やシニア向け講座の実施など文化財を活用し

た学習活動を行う。 

 (2) 文化財普及事業の実施 

    文化財講座の実施や、市民団体、関係機関との連携事業などを行う。 

 (3) 郷土資料室の魅力増進 

魅力的な展示や企画など、来室者の増加に向けた取組みを行う。 

 

３ 下野谷遺跡の保存・活用  

 (1) 史跡下野谷遺跡整備工事（１A 期工事）の実施  

    令和元年度に策定した「史跡下野谷遺跡整備基本設計・１A 期実施設計」に

基づき、１A 期工事（体験ゾーンとエントランスゾーンの一部）を実施する。 

 (2) １B 期工事の実施設計 

    １B 期工事として主に復元ゾーンの実施設計を行う。 

 (3) 地域住民への事業周知 

    住民説明会等を通し、整備や指定同意に向けた取組の周知を行う。 
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 (4) 史跡用地の管理及び追加指定、公有地化の推進 

    下野谷遺跡用地の管理と、追加指定の推進ならびに公有地化に向けた手続き

等を行う。 

 (5) 下野谷遺跡の調査・研究 

    下野谷遺跡の調査研究を継続して行うとともに、これまでの調査成果をまと

めた報告書を刊行する。 

 (6) 下野谷遺跡の普及、活用事業の実施 

    下野谷遺跡の価値や魅力を発信するとともに、デジタルコンテンツ「ＶＲ下

野谷縄文ミュージアム」や下野谷遺跡関連商品のＰＲなどによりまちの魅力も

発信する。 

 

 

＊事業は、いずれも新型コロナ対策を講じたうえで内容、実施の可否を随時判断しな

がら行う。 


